
（別紙４）

～ 令和8年3月16日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和8年3月3日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和8年3月14日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後は、法人内の成人施設スタッフと共に就労や自立生活の

現場で直面する課題をより深く学びます。それらを学童期・

思春期の支援に具体的に落とし込み、子どもと保護者が将来

にわたって安心感を持てるような「見通しのつく支援」をよ

り一層充実させていきます。

2

今後は、提案した工夫が実際にどのように現場で役立ったか

を、先生方から丁寧にお聞きする時間を増やしていきます。

先生方とのやり取りをよりスムーズにし、園や学校が子ども

たちにとってさらに居心地の良い場所になるよう、連携の仕

方を工夫していきます。

3

支援の質を常に客観的に振り返るため、組織内での「PDCA

サイクル（計画・実行・評価・改善）」をさらに徹底しま

す。職員個人の感覚に頼るのではなく、共通の振り返り項目

を設けることで、どの職員が訪問しても高い専門性で子ども

本人と訪問先をバックアップできる体制を強化します。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

小学校高学年以降の特有の発達課題や心理変化に関する学び

を強化します。また、高学年以降で極めて重要となる「本人

の自己理解（自分を知り、自分で助けを求める力）」を育

み、年齢が上がっても一貫してお子様を支えられる体制を整

えます。

2

学校の先生と「教育と福祉」の双方の視点を融合させた視点

で対話できるようになれるように努めます。

3

目の前の「できる・できない」といったスキルの習得にとど

まらず、子どもの数年後の学校生活や、その先の豊かな成人

期までを見据えた、一貫性のある目標設定を行っています。

法人内に成人期を支える障害福祉サービス施設がある強みを

活かし、大人になった時に役立つ小さな習慣を、今の生活の

中で無理なく取り入れられるスモールステップに分解して計

画を立てています。

訪問先の園や学校の先生方が大切にされている教育・保育方

針や、クラスの実際の状況をお聞きし、現場の先生方が明日

から取り入れられるような、現実的な工夫をご提案できてい

る点です。

「こうすべき」という理想論を押し付けるのではなく「この

人員配置なら、このタイミングでの声掛けや視覚的な工夫が

できそう」といった、今の環境を活かした「ちょうどいい工

夫」を一緒に考えるようにしています。

子どもの行動を単に「困った行動」として捉えるのではな

く、「なぜそうしたのかな？」という背景（感覚の特性、認

知の特性、心の動きなど）を多角的に分析し、その理由を分

かりやすい言葉で周りの大人に伝えられる点です。

 訪問先での観察記録を、写真や具体的なエピソードを交えて

フィードバックしています。保護者や先生方が子どもの「頑

張り」や「得意なこと」に気づき、例えば「衝動的な行動は

本人のせいではない」という深い理解と共感を持って関わっ

ていただけるようなきっかけ作りを大切にしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

これまでは幼児期から小学校低学年のお子様への支援が主軸

であったため、高学年以降の思春期特有の心理的・発達的課

題に対する支援ノウハウの蓄積が、低学年向けと比較してま

だ十分ではありません。

施設状況から乳幼児期の支援に重点を置いていたことで、子

どもたちの成長に伴う「9、10歳の壁（抽象的思考への移行

や心の葛藤）」への体系的な取り組みが後手に回っていまし

た。

訪問先の学校における学習指導要領や教科の特性等学校現場

に対する理解が、福祉的な視点（個別の特性把握）に比べて

まだ深まりきっていません。

学校という「集団教育の場」全体の構造を深く把握しきれて

いない部分がありました。

令和8年2月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年2月17日

○事業所名 児童発達支援センターすみれ園（保育所等訪問支援）

○保護者評価実施期間 令和8年3月3日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


